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○計画的な家庭学習の定着に向けて、各教科や学級で指導を行う。
○学校図書館を積極的に活用できるよう、図書のPRや貸し出し数の増加の推進を図り、家庭と連携して文字に親しむ機会を増やす。
○調査結果から見えた課題とその解決に向けた取組を、ホームページや学校だより、PTA理事会等で保護者に説明し、家庭と連携して学
力向上を図る。

　　②　家庭生活習慣等に関する取組

学力調査の分析（傾向や特徴）

　全国平均正答率より、やや上回っている。日常的な話題についての情報を正確に聞き取る力や簡単な文
で書かれたものの内容を正確に読み取る力は高く、正答率も高くなっている。文の中で適切な接続詞を選択
する問題については、課題が見られる。

上回っている

　全国平均正答率より、やや下回っている。総合的・発展的に考察し、数学的な結果を事象に即して解釈す
る力は比較的高い。また、結論が成り立つための前提を考え、説明する問題についても正答率が高くなって
いる。資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することには、課題が見られる。

下回っている

全国平均正答率
との比較

下回っている
　全国平均正答率より、やや下回っている。文章に表れているものの見方や考え方について自分の考えをも
つ力や、論の展開にふさわしい語句や文章を検討する力は高い。文章の展開に即して情報を整理し、内容
を捉えることや、話合いの話題や方向を捉えて自分の考えをもつことに課題がある。

質問紙調査の結果分析

〇朝食を毎日食べる生徒が１００％である。また、起床・就寝時刻
についても定刻である生徒がほとんどである。また、「学校の規則
を守っている」生徒が１００％であり、基本的な生活習慣が身に付
いていることがわかる。
〇読書を「全くしない」割合と、休みの日などに図書館に「ほとん
ど、全く行かない」割合が高く、読書習慣の点では課題が見られ
る。
〇学校での学習活動については、話合い活動や調べ学習の発
表、主体的に課題に取り組む姿勢等の割合が高く、授業に取り組
む意欲の高さがうかがえる。

３．調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組

○「主体的・対話的で深い学び」を目指し、今後も話し合い活動や他者との協働を意識した授業づくりを行う。
○各教科において、定期考査前等に放課後質問教室による補充学習を行い、基礎学力の定着を目指す。
○考える過程を重視し、主体的に思考・判断する力を身に付けることができるよう、授業展開を工夫する。

１．教科に関する調査結果の概要

　文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、平成３１年４月１８日（木）に、３年生を対象として、「教科（国

語，数学，英語）に関する調査」と「生徒質問紙調査」を実施いたしました。

　この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。

　学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。

　なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。本

校では、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。

平成３１年度（令和元年度）　全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について

２．学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する質問紙調査結果の概要

　　①　教科に関する取組（全校で・学年で・学級で）
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